
医学

自然科学 社会科学

薬学 工学

熱帯医学

　熱帯医学の研究は、文系・理系を問わず、多分野の専門家が同じ方向を向いて連携す
る必要があります。「オープンマインド」「協調性」「柔軟性」の３要素は欠かせません。学
会や会議、調査などで海外を訪れ、世界中の研究者と情報交換をする機会も多いため、国
際的な感覚も求められます。そのような基本的な資質があれば、それぞれの専門分野を生
かせることが熱帯医学の面白さともいえます。
　研究は地道な作業の連続です。苦しくても粘り強く研究を続けるためには、「人のために
なる仕事をしたい」という気持ちが原動力になります。熱帯地域の発展途上国に住む多く
の人々は、経済的・生活環境的に不利な状況に置かれています。そうした地域で感染症に
苦しむ人々を継続的に支えていく研究は、「人は誰しも生きていく権利が平等にある」とい
う信念を貫く強さがなければ務まらないと感じています。世界中の研究者と力を合わせ、世
界を変えていくという大きな気持ちを持って、是非この世界に飛び込んでほしいと思います。

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

29

古くから人類は、感染症の脅威にさらされてきた。医療技術の発達した現代でも、エイズやＳＡＲＳ、

マラリアをはじめ、いまだに克服されていない感染症は多い。長崎大・平山謙二教授が所長を務め

る熱帯医学研究所は、熱帯地域を中心に流行する感染症の問題に取り組んでいる。薬やワクチンの

開発だけでなく、環境問題や貧困問題などの原因を根本から考えて統合的な戦略を打ち出し、人々

が助け合いながら感染症を克服する社会を実現することが最大のテーマだ。

大学院生の
主な出身分野

◎医学・薬学分野が多い
が、経済学・政治学など
社会科学を学んだ学生も
多い。修士・博士課程を
合わせて６０人ほどが在
籍。海外からの研究生も
多い。

信念を貫く強さを持ってほしい
熱帯医学分野が求める学生像

研究成果と
社会のかかわり

◎治療薬やワクチンが開
発されれば、感染症に苦
しむ数千万人の命を救え
る。また、その効果が十
分に発揮されるように、
感染症が流行する地域の
社会体制などを見直して
有効な対策を講じる。

感染地域での
治療活動

治療薬・ワクチン
の開発

政策提言

啓蒙・教育活動
など

医学を柱とした統合的な戦略で
感染症の脅威に立ち向かう

長崎大 熱帯医学研究所 平山謙二研究室

フローチャートで分かる熱帯医学研究所

価値観が柔軟な高校時代には、積極的に多くの人と話すように心掛
けてください。そして、社会に対して問題意識を持ち、「何を変えれ

ばもっと良くなるか」を考えてみてください。そのためには、新聞やニュースから情報を得るのも
大切ですが、ボランティア活動への参加など「現場」に足を運ぶことも貴重な体験になるはずです。

高校生へのメッセージ

オープンマインド・協調性・柔軟性がある人

人のためになる仕事をしたい人

不利な状況にある人々を救いたいという信念を持てる人

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎感染症対策の柱は、医学・薬学を中心とした治療薬・
ワクチンや治療法の開発だ。更に、熱帯地域における
感染症問題の根本的な解決のためには、水質汚染をは
じめとした環境問題対策、貧困の改善、生活環境の向
上、住民への教育活動、感染の媒介となる蚊などの生
態解明、政府への提言など多角的なアプローチが欠か
せず、多分野の専門家が連携して活動している。

社会科学

工学

薬学

医学

など
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熱
帯
医
学
は
、
主

に
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
、
南
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
熱
帯
地
域
で
流

行
す
る
感
染
症
の
問

題
に
取
り
組
む
学
問

で
す
。
感
染
症
は
無

数
に
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
の
研
究
所
で
は
、
特
に
エ
イ
ズ
や

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
な
ど

の
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
帯
地
域
で
感
染
症
が
流
行
し
や
す
い

理
由
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
側
面
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
気
候
や
自
然
環
境
な
ど

に
よ
っ
て
、
地
域
特
有
の
「
風
土
病
」
と

呼
ば
れ
る
病
気
が
発
生
し
や
す
い
点
で
す
。

例
え
ば
、
熱
帯
地
域
に
生
息
す
る
蚊
を
媒

介
と
し
て
感
染
す
る
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ

熱
は
典
型
的
な
風
土
病
で
す
。
も
う
一
つ

は
、
劣
悪
な
衛
生
環
境
や
医
療
施
設
の
不

足
な
ど
が
原
因
で
病
気
が
発
生
す
る
点
で

す
。
熱
帯
地
域
は
比
較
的
貧
し
い
国
が
多

い
た
め
に
こ
の
よ
う
な
理
由
で
病
気
に
な

り
や
す
く
、
そ
れ
が
風
土
的
な
条
件
と
重

な
り
感
染
症
が
流
行
し
や
す
い
状
況
に
あ

る
の
で
す
。

　

私
が
熱
帯
医
学
の
道
に
進
ん
だ
き
っ
か

け
は
、
大
学
時
代
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ

る
住
血
吸
虫
症
と
い
う
感
染
症
を
研
究
し

た
こ
と
で
し
た
。
住
血
吸
虫
症
は
感
染
者

に
よ
っ
て
症
状
が
異
な
り
、
重
症
に
な
る

人
も
い
れ
ば
、
病
状
が
ほ
と
ん
ど
悪
化
し

な
い
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
に
よ
っ

て
体
内
の
免
疫
の
働
き
方
が
違
う
か
ら
で

す
。

　

私
が
大
学
に
通
っ
て
い
た
１
９
８
０
年

代
は
遺
伝
子
治
療
の
技
術
開
発
が
始
ま
っ

た
時
期
で
、
免
疫
を
つ
か
さ
ど
る
遺
伝
子

を
解
明
す
れ
ば
、
住
血
吸
虫
症
な
ど
の
感

染
症
を
克
服
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
研
究
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
大
学
時
代
の
恩
師
か
ら
、

患
者
を
直
接
治
す
医
師
だ
け
で
は
な
く
、

医
療
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
研
究
や
後
進

の
医
師
の
育
成
に
携
わ
る
医
師
の
存
在
も

不
可
欠
と
教
わ
り
、
研
究
機
関
で
研
究
す

る
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
で
は
住
血
吸
虫
症
は
収
束

し
て
い
ま
し
た
が
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
、

南
米
で
は
ま
だ
大
勢
の
患
者
が
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
研
究
の
場
を
海
外
に
移
そ
う
と
、

大
学
院
修
了
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
の
研
究
所
に
留
学
。
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

の
熱
帯
地
域
を
訪
れ
る
な
ど
し
て
、
本
格

的
に
熱
帯
医
学
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

研究テーマ

熱帯地域の
感染症を研究し

後進の医師を育てる

平
山
謙
二
　

教
授 

H
i
r
a
y
a
m
a
 
K
e
n
j
i

長
崎
大
熱
帯
医
学
研
究
所
所
長
・
教
授
。
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
熱
帯
病
・

新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
統
合
制
御
戦
略
」
拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
東
京
医
科
歯
科
大
大

学
院
博
士
課
程
修
了
。
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
公
衆
衛
生
学
部
研
究
員
、
埼
玉

医
科
大
教
授
な
ど
を
経
て
、
長
崎
大
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授
と
な
り
、
２
０
０
７
年

よ
り
現
職
。
専
門
は
免
疫
遺
伝
学
、
熱
帯
病
学
。
熱
帯
病
へ
の
抵
抗
力
を
遺
伝
子
レ

ベ
ル
で
比
較
す
る
研
究
な
ど
を
続
け
て
い
る
。
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熱
帯
医
学
の
研
究

の
醍
醐
味
は
、
治
療

薬
や
ワ
ク
チ
ン
、
治

療
法
な
ど
の
開
発
に

よ
り
、
何
百
万
、
何

千
万
人
も
の
命
を
救

え
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、

感
染
症
の
対
策
は
困
難
を
極
め
ま
す
。
日

本
で
生
活
し
て
い
る
と
身
近
に
脅
威
を
感

じ
ま
せ
ん
が
、
現
代
に
あ
っ
て
も
感
染
症

は
世
界
の
乳
幼
児
の
死
亡
原
因
の
７
割
を

占
め
て
い
る
と
知
れ
ば
、
問
題
の
深
刻
さ

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。

　

感
染
症
対
策
が
難
し
い
の
は
、
未
解
明

の
部
分
が
と
て
も
多
い
か
ら
で
す
。
大
勢

の
研
究
者
が
日
夜
、
原
因
究
明
や
治
療
法

開
発
に
取
り
組
ん
で
も
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
は
気
候
や
環
境
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て

性
質
を
変
異
さ
せ
る
た
め
、
大
変
や
っ
か

い
で
す
。
例
え
ば
、
09
年
に
世
界
中
で
流

行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル

ス
は
、
元
々
鴨
な
ど
が
持
っ
て
い
た
も
の

が
、
豚
を
は
じ
め
と
し
た
動
物
を
介
し
て

変
異
し
、
人
間
に
感
染
し
た
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
が
最
近
に
な
っ
て
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
レ
ラ
を
引
き
起
こ
す

コ
レ
ラ
菌
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
付
着
し

て
海
上
を
漂
っ
て
い
る
こ
と
が
、
近
年
の

研
究
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

温
暖
化
に
よ
っ
て
海
水
温
が
上
昇
す
れ
ば
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
活
動
範
囲
が
広
が
り
、

コ
レ
ラ
菌
の
北
上
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

薬
や
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
す
れ
ば
、
病
気

が
治
療
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
レ
ラ
は
適
切
な
治
療
を
す
れ
ば

完
治
す
る
病
気
で
す
が
、
熱
帯
地
域
で
は

今
で
も
コ
レ
ラ
で
大
勢
の
乳
幼
児
が
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半
は
、
お
金

が
な
く
て
病
院
に
行
け
な
い
の
が
理
由
で

す
。
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
現
実

な
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
熱
帯
医
学
で
は
、
数
日
間

病
院
に
行
け
な
く
て
も
切
り
抜
け
る
方
法

は
な
い
か
、
母
親
が
簡
単
に
子
ど
も
の
コ

レ
ラ
を
見
分
け
る
方
法
は
な
い
か
な
ど
、

問
題
を
根
本
か
ら
考
え
て
解
決
策
を
探
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
国
の
政
府
に
治
療
費
の

支
援
を
提
言
し
た
り
、
感
染
源
と
な
る
水

質
汚
染
の
改
善
を
図
っ
た
り
す
る
の
も
重

要
な
対
策
で
す
。
ほ
か
に
も
、
蚊
が
媒
介

と
な
る
感
染
症
の
流
行
地
域
で
は
、
水
た

ま
り
が
出
来
な
い
よ
う
に
水
路
を
設
け
た

り
、
現
地
の
人
た
ち
が
病
気
を
理
解
し
て

「
病
気
に
打
ち
勝
と
う
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
よ
う
に
教
育
を
し
た
り
と
、
熱
帯

医
学
の
活
動
領
域
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
薬
が
開
発
さ
れ
て
も
、
そ
れ

を
作
る
製
薬
会
社
が
「
利
益
が
あ
ま
り
得

ら
れ
な
い
」
と
い
う
理
由
で
十
分
な
量
を

製
造
し
な
い
た
め
、
治
療
に
結
び
付
か
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
財
団

な
ど
に
働
き
掛
け
て
公
的
な
支
援
を
求
め
、

不
公
平
を
是
正
し
て
人
々
が
助
け
合
う
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
も
進
め
、
既
に
一
定
の
成

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
帯
医
学
が
必
要
の
な
い
世
界
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
私
の
究
極
の
理
想
で
す
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
、
人
類
に
と
っ
て

の
最
大
の
脅
威
と
も
い
え
る
感
染
症
に
立

ち
向
か
お
う
と
い
う
若
い
医
師
が
次
々
に

現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

❶
エ
イ
ズ

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
スH

um
an 

Im
m

unodeficiency V
irus

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

症
状
の
総
称
。
感
染
す
る
と
、
体
内
の
免
疫

機
能
が
低
下
し
、
感
染
症
や
悪
性
腫
瘍
、
運

動
障
害
な
ど
の
神
経
症
状
が
現
れ
る
。

❷
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

　

S
e

ve
re

 A
c

u
te

 R
e

sp
ira

to
ry 

S
yndrom

e

の
略
で
、
日
本
語
で
は
「
重
症

急
性
呼
吸
器
症
候
群
」。
主
に
咳
や
く
し
ゃ

み
で
感
染
し
、
発
熱
、
咳
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
肺
炎
に
近
い
症
状
が
見
ら
れ
る
。

❸
マ
ラ
リ
ア

　

ハ
マ
ダ
ラ
カ
を
媒
介
に
感
染
し
、
発
熱
や

倦
怠
感
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
を
発
症
。
迅

速
な
治
療
を
受
け
な
い
と
、
短
期
間
で
重
症

化
し
死
亡
す
る
危
険
も
あ
る
。

❹
デ
ン
グ
熱

　

主
に
ネ
ッ
タ
イ
シ
マ
カ
が
媒
介
と
な
る
感

染
症
。
突
然
の
発
熱
に
加
え
、
頭
痛
、
筋
肉

痛
、
関
節
痛
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

❺
住
血
吸
虫
症

　

特
定
の
淡
水
巻
貝
に
寄
生
す
る
住
血
吸
虫

に
よ
り
感
染
。
日
本
で
は
撲
滅
さ
れ
た
が
現

在
も
世
界
中
で
２
億
人
が
罹
患
し
、
合
併
症

な
ど
で
毎
年
２
万
人
が
死
亡
す
る
と
さ
れ
る
。

❻
コ
レ
ラ

　

コ
レ
ラ
菌
に
汚
染
さ
れ
た
水
や
食
物
を
摂

取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
。
重
症
の
場
合

は
激
し
い
下
痢
や
嘔
吐
に
襲
わ
れ
、
脱
水
症

状
に
陥
る
。

研究のやりがい

熱帯医学が不要な
社会の実現が
究極の理想

6

写真　鎌状赤血球症の乳児の診察・現地調査の様子。これ
は重度の貧血を起こす遺伝性の病気であるが、この病を持
つ人々はマラリアに感染しにくいことが認められている

用
語
解
説
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高
校
１
年
生
の
時
、
祖
父
を
病

気
で
亡
く
し
た
の
を
機
に
医
師
を

目
指
す
決
意
を
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後

は
臨
床
医
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
時
代

に
海
外
留
学
を
し
た
経
験
か
ら
、
世
界
に

目
を
向
け
て
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
世
界
の
人
々
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ヘ
ル
ス
（
公
衆
衛
生
）
に
携
わ
り
た
い
と

い
う
の
も
、
熱
帯
医
学
を
研
究
分
野
に
選

ん
だ
理
由
で
す
。
現
在
は
、
臨
床
医
と
し

て
働
き
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

熱
帯
地
域
で
流
行
し
や
す
い
デ

ン
グ
熱
の
感
染
経
路
を
解
明
す
る

数
理
モ
デ
ル
の
構
築
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
デ
ン
グ
熱
の
感

染
デ
ー
タ
を
基
に
、
推
定
さ
れ
る
蚊
の
生

息
数
や
免
疫
を
持
つ
人
の
数
と
い
っ
た
条

件
を
数
式
に
入
力
し
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ

一
匹
の
蚊
が
人
を
刺
し
、
そ
の
人
か
ら
他

の
人
に
感
染
す
る
と
い
う
、
デ
ン
グ
熱
が

広
ま
る
日
数
や
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
「
こ
の
地

域
で
の
感
染
者
が
○
人
を
超
え
た
ら
一
気

に
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
早
期
警

報
を
出
せ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

デ
ン
グ
熱
の
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
中
で
す

が
、
完
成
し
て
も
流
行
地
域
の
す
べ
て
の

人
に
接
種
す
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
こ

で
、
ど
の
地
域
の
、
ど
の
年
代
に
集
中
的

に
接
種
す
れ
ば
効
果
的
に
流
行
を
防
げ
る

か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
数
理
モ
デ
ル
が

使
え
ま
す
。
入
力
条
件
を
変
え
て
他
の
感

染
症
に
応
用
す
る
な
ど
の
汎
用
性
も
期
待

で
き
、
世
界
中
の
人
々
の
生
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら

研
究
に
は
力
が
入
り
ま
す
。

　

デ
ン
グ
熱
は
世
界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
台
湾
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
熱
帯
地
域
の
も
の
と
は
種
類
が
違
い

ま
す
が
、
日
本
に
も
デ
ン
グ
熱
を
媒
介
す

る
蚊
が
生
息
し
ま
す
。
実
際
、
戦
後
に
南

方
か
ら
の
復
員
者
を
通
じ
、
日
本
で
流
行

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
再
流
行

し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
臨
床
医
と
研
究
医
の
両
方
を
経
験

し
、
ど
ち
ら
の
仕
事
に
も
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
す
。
臨
床
医
と
し
て
患
者
が
回
復
し

て
い
く
姿
は
何
物
に
も
変
え
難
い
喜
び
で

す
し
、
今
の
研
究
は
自
分
の
書
い
た
論
文

が
世
界
中
の
研
究
者
に
読
ま
れ
、
世
界
を

変
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
い
ず

れ
か
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

両
方
の
経
験
が
生
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
調
査
な
ど
で
海
外
に

行
く
こ
と
も
あ
り
、
英
語
力
は
必

須
で
す
。
熱
帯
地
域
は
英
語
圏
で
は
な
い

国
も
多
い
で
す
か
ら
、
話
せ
る
言
語
は
多

い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
手

に
話
せ
な
く
て
も
よ
い
の
で
「
と
に
か
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
高
校
時
代
か
ら
語
学

力
を
磨
い
て
お
け
ば
、
ど
ん
な
仕
事
に
就

い
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
強
調
し
た
い
の
は
、
夢
や
目

標
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
ひ
た
す
ら
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
私
自
身
、
高
校

時
代
か
ら
「
頑
張
れ
な
い
こ
と
は
格
好
悪

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
し
て
き
た
こ

と
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

こ
の
分
野
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

現
在
の
研
究
内
容
や

や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A

私

大学院生 が語る

デング熱の感染経路を
数理モデルで解明する

大木美香さん
Oki Mika

長崎大熱帯医学研究所国際保健学教室
博士前期課程 2年
（静岡県私立・不二聖心女子学院高校卒業）

●私の出身校は大学の系列高校です
が、大学には医学部がありませんでし
た。もともと医学部志望ではなかった
ので、高１の時に医学部進学を決めて
からはかなり勉強しました。周囲から
見たら少し異色の存在だったと思いま
す。それでも頑張れたのは、「医者に
なりたい」というはっきりした目標が
あったからです。
　最近、「夢を持ちにくい時代になっ
た」といった言葉を聞くことがありま
すが、私はそうは思いません。夢や目
標は時代の問題ではなく、自分自身
で見つけるものだと思います。私は祖
父が亡くなるまで医師になることなど
考えもしませんでしたが、その時に自
分の心が動いたのを見逃しませんでし
た。チャンスに出会った時、それをチャ
ンスと感じ取れるようにアンテナを高
く張ると共に、自分の気持ちをよく見
つめるようにすれば、夢や目標は見つ
かると思います。

はっきりした目標が
将来の自分につながる

の高校時代
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